














212 213

南
なん
朝
ちょう

北
ほく
朝
ちょう

100 1382～1412 後
ご
小
こ
松
まつ＊ 明

めい
徳
とく 1390～1394

応
おう
永
えい 1394～1428

101 1412～1428 称
しょう
光
こう

正
しょう
長
ちょう 1428～1429

102 1428～1464 後
ご
花
はな
園
ぞの

永
えい
享
きょう 1429～1441

嘉
か
吉
きつ 1441～1444

文
ぶん
安
あん 1444～1449

宝
ほう
徳
とく 1449～1452

享
きょう
徳
とく 1452～1455

康
こう
正
しょう 1455～1457

長
ちょう
禄
ろく 1457～1460

寛
かん
正
しょう 1460～1466

103 1464～1500 後
ご
土
つち
御
み
門
かど

文
ぶん
正
しょう 1466～1467

応
おう
仁
にん 1467～1469

文
ぶん
明
めい 1469～1487

長
ちょう
享
きょう 1487～1489

延
えん
徳
とく 1489～1492

明
めい
応
おう 1492～1501

104 1500～1526 後
ご
柏
かしわ
原
ばら

文
ぶん
亀
き 1501～1504

時
じ
代
だい

代
だい
数
すう

在
ざい
位
い
（年
ねん
） 天

てん
皇
のう

元
げん
号
ごう

期
き
間
かん

鎌ま
か

倉ら
く

建
けん
暦
りゃく 1211～1213

建
けん
保
ぽう 1213～1219

承
じょう
久
きゅう

1219～122285 1221～1221 仲
ちゅう
恭
きょう

86 1221～1232 後
ご
堀
ほり
河
かわ

貞
じょう
応
おう 1222～1224

元
げん
仁
にん 1224～1225

嘉
か
禄
ろく 1225～1227

安
あん
貞
てい 1227～1229

寛
かん
喜
ぎ 1229～1232

貞
じょう
永
えい

1232～1233

87 1232～1242 四
し
条
じょう

天
てん
福
ぷく 1233～1234

文
ぶん
暦
りゃく 1234～1235

嘉
か
禎
てい 1235～1238

暦
りゃくにん
仁 1238～1239

延
えん
応
おう 1239～1240

仁
にん
治
じ

1240～1243
88 1242～1246 後

ご
嵯
さ
峨
が

寛
かん
元
げん

1243～1247

89 1246～1259 後
ご
深
ふか
草
くさ

宝
ほう
治
じ 1247～1249

建
けん
長
ちょう 1249～1256

康
こう
元
げん 1256～1257

正
しょう
嘉
か 1257～1259

正
しょう
元
げん

1259～1260

90 1259～1274 亀
かめ
山
やま 文

ぶん
応
おう 1260～1261

弘
こう
長
ちょう 1261～1264

文
ぶん
永
えい

1264～1275

91 1274～1287 後
ご
宇
う
多
だ

建
けん
治
じ 1275～1278

弘
こう
安
あん

1278～1288

92 1287～1298 伏
ふし
見
み

正
しょう
応
おう 1288～1293

永
えい
仁
にん

1293～1299
93 1298～1301 後

ご
伏
ふし
見
み

正
しょう
安
あん

1299～1302

94 1301～1308 後
ご
二
に
条
じょう 乾

けん
元
げん 1302～1303

嘉
か
元
げん 1303～1306

徳
とく
治
じ

1306～1308

95 1308～1318 花
はな
園
ぞの

延
えん
慶
きょう 1308～1311

応
おう
長
ちょう 1311～1312

正
しょう
和
わ 1312～1317

文
ぶん
保
ぽう

1317～1319

96 1318～1339 後
ご
醍
だい
醐
ご

元
げん
応
おう 1319～1321

元
げん
亨
こう 1321～1324

正
しょう
中
ちゅう 1324～1326

嘉
か
暦
りゃく 1326～1329

元
げん
徳
とく 1329～1331

＊南
なん

朝
ちょう

の後
ご

亀
かめ

山
やま

天
てん

皇
のう

が北
ほく

朝
ちょう

6 代
だい

の後
ご

小
こ

松
まつ

天
てん

皇
のう

に位
くらい

をゆずるかたちで南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

が統
とう

一
いつ

。

※在
ざい

位
い

年
ねん

は宮
く

内
ない

庁
ちょう

「天
てん

皇
のう

系
けい

図
ず

」よる。古
こ

代
だい

の天
てん

皇
のう

の実
じっ

際
さい

の在
ざい

位
い

年
ねん

については、不
ふ

明
めい

の場
ば

合
あい

もある。

時
じ
代
だい

代
だい
数
すう

在
ざい
位
い
（年
ねん
） 天

てん
皇
のう

元
げん
号
ごう

期
き
間
かん

江え

戸ど

111 1654～1663 後
ご
西
さい

承
じょう
応
おう 1652～1655

明
めい
暦
れき 1655～1658

万
まん
治
じ 1658～1661

寛
かん
文
ぶん

1661～1673

112 1663～1687 霊
れい
元
げん 延

えん
宝
ぽう 1673～1681

天
てん
和
な 1681～1684

貞
じょう
享
きょう

1684～1688

113 1687～1709 東
ひがし
山
やま

元
げん
禄
ろく 1688～1704

宝
ほう
永
えい

1704～1711

114 1709～1735 中
なか
御
み
門
かど

正
しょう
徳
とく 1711～1716

享
きょう
保
ほう

1716～1736

115 1735～1747 桜
さくら
町
まち 元

げん
文
ぶん 1736～1741

寛
かん
保
ぽう 1741～1744

延
えん
享
きょう

1744～1748

116 1747～1762 桃
もも
園
ぞの

寛
かん
延
えん 1748～1751

宝
ほう
暦
れき

1751～1764
117 1762～1770 後

ご
桜
さくら
町
まち

明
めい
和
わ 1764～1772

118 1770～1779 後
ご
桃
もも
園
ぞの

安
あん
永
えい

1772～1781

119 1779～1817 光
こう
格
かく

天
てん
明
めい 1781～1789

寛
かん
政
せい 1789～1801

享
きょう
和
わ 1801～1804

文
ぶん
化
か

1804～1818

120 1817～1846 仁
にん
孝
こう 文

ぶん
政
せい 1818～1830

天
てん
保
ぽう 1830～1844

弘
こう
化
か

1844～1848

121 1846～1866 孝
こう
明
めい

嘉
か
永
えい 1848～1854

安
あん
政
せい 1854～1860

万
まん
延
えん 1860～1861

文
ぶん
久
きゅう 1861～1864

元
げん
治
じ 1864～1865

慶
けい
応
おう

1865～1868
明
めい
治
じ
122 1867～1912 明

めい
治
じ

明
めい
治
じ 1868～1912

大
たい
正
しょう 123 1912～1926 大

たい
正
しょう

大
たい
正
しょう 1912～1926

昭
しょう
和
わ 124 1926～1989 昭

しょう
和
わ

昭
しょう
和
わ 1926～1989

平
へい
成
せい 125 1989～2019 （上

じょう
皇
こう
） 平

へい
成
せい 1989～2019

令
れい
和
わ 126 2019～ 今

きん
上
じょう

令
れい
和
わ 2019～

時
じ
代
だい

代
だい
数
すう

在
ざい
位
い
（年
ねん
） 天

てん
皇
のう

元
げん
号
ごう

期
き
間
かん

室ろ
む

町ち
ま

永
えい
正
しょう 1504～1521

大
だい
永
えい

1521～1528

105 1526～1557 後
ご
奈
な
良
ら 享

きょう
禄
ろく 1528～1532

天
てん
文
ぶん 1532～1555

弘
こう
治
じ

1555～1558

106 1557～1586 正
おお
親
ぎ
町
まち 永

えい
禄
ろく 1558～1570

元
げん
亀
き 1570～1573

安あ

土ち
づ

桃も
も

山ま
や

天
てん
正
しょう

1573～1592

107 1586～1611 後
ご
陽
よう
成
ぜい

文
ぶん
禄
ろく 1592～1596

慶
けい
長
ちょう

1596～1615

江え

戸ど

108 1611～1629 後
ご
水
みずの
尾
お

元
げん
和
な 1615～1624

寛
かん
永
えい

1624～1644109 1629～1643 明
めい
正
しょう

110 1643～1654 後
ご
光
こう
明
みょう

正
しょう
保
ほう 1644～1648

慶
けい
安
あん 1648～1652

時
じ
代
だい

代
だい
数
すう

在
ざい
位
い
（年
ねん
） 天

てん
皇
のう

元
げん
号
ごう

期
き
間
かん

鎌ま
か

倉ら
く

元
げん
弘
こう 1331～1334

建
けん
武
む 1334～1336

延
えん
元
げん 1336～1340

南ん
な

北く
ぼ

朝

97 1339～1368 後
ご
村
むら
上
かみ

興
こう
国
こく 1340～1346

正
しょう
平
へい 1346～1370

98 1368～1383 長
ちょう
慶
けい

建
けん
徳
とく 1370～1372

文
ぶん
中
ちゅう 1372～1375

天
てん
授
じゅ 1375～1381

弘
こう
和
わ 1381～1384

99 1383～1392 後
ご
亀
かめ
山
やま

元
げん
中
ちゅう 1384～1392

代
だい
数
すう

在
ざい
位
い
（年
ねん
） 天

てん
皇
のう

元
げん
号
ごう

期
き
間
かん

北
ほく
朝
ちょう
1 1331～1333 光

こう
厳
ごん 元

げん
徳
とく 1329～1332

正
しょう
慶
きょう 1332～1333

建
けん
武
む 1334～1338

北
ほく
朝
ちょう
2 1336～1348 光

こう
明
みょう

暦
りゃく
応
おう 1338～1342

康
こう
永
えい 1342～1345

貞
じょう
和
わ 1345～1350

北
ほく
朝
ちょう
3 1348～1351 崇

す
光
こう

観
かん
応
おう 1350～1352

北
ほく
朝
ちょう
4 1352～1371 後

ご
光
こう
厳
ごん

文
ぶん
和
な 1352～1356

延
えん
文
ぶん 1356～1361

康
こう
安
あん 1361～1362

貞
じょう
治
じ 1362～1368

応
おう
安
あん 1368～1375

北
ほく
朝
ちょう
5 1371～1382 後

ご
円
えん
融
ゆう

永
えい
和
わ 1375～1379

康
こう
暦
りゃく 1379～1381

永
えい
徳
とく 1381～1384

北
ほく
朝
ちょう
6 1382～1412 後

ご
小
こ
松
まつ＊

至
し
徳
とく 1384～1387

嘉
か
慶
けい 1387～1389

康
こう
応
おう 1389～1390

明
めい
徳
とく 1390～1394

室ろ
む

町ち
ま

歴き
れ

史し

文
と

ん
ぶ

化か

人・ん
じ

物つ
ぶ

編ん
へ

歴き
れ

史し

文
と

ん
ぶ

化か

人・ん
じ

物つ
ぶ

編ん
へ

 元
げん

号
ごう

と天
てん

皇
のう

一
いち

覧
らん

元
げん

号
ごう

と天
てん

皇
のう

一
いち

覧
らん
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へいせいじだい　【平成時代】　昭
しょう

和
わ

時
じ

代
だい

のあと、平
へい

成
せい

が
元
げん

号
ごう

としてつかわれた、1989年
ねん

から2019年
ねん

までの期
き

間
かん

。
1990（平

へい

成
せい

2) 年
ねん

、
昭
しょう

和
わ

時
じ

代
だい

の末
まっ

期
き

から
つづいたバブル経

けい

済
ざい

による景
けい

気
き

がくずれ、
長
なが

い不
ふ

況
きょう

におちいっ
た。そして、企

き

業
ぎょう

が
倒
とう

産
さん

するなど不
ふ

良
りょう

債
さい

権
けん

の問
もん

題
だい

や労
ろう

働
どう

問
もん

題
だい

が発
はっ

生
せい

した。政
せい

府
ふ

は
経
けい

済
ざい

構
こう

造
ぞう

改
かい

革
かく

として、
企
き

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

の規
き

制
せい

の緩
かん

和
わ

や郵
ゆう

政
せい

民
みん

営
えい

化
か

などにより、経
けい

済
ざい

を立
た

て直
なお

そうとしたが、所
しょ

得
とく

格
かく

差
さ

や地
ち

域
いき

格
かく

差
さ

の拡
かく

大
だい

が進
すす

んだ。そののち景
けい

気
き

は回
かい

復
ふく

す
るが、2008 年

ねん

の世
せ

界
かい

金
きん

融
ゆう

危
き

機
き

をきっかけに、ふたたび不
ふ

況
きょう

となった。ふくれあがる財
ざい

政
せい

赤
あか

字
じ

や、生
せい

産
さん

の拠
きょ

点
てん

を海
かい

外
がい

に
うつすことで国

こく

内
ない

の産
さん

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

がおとろえてしまう産
さん

業
ぎょう

の空
くう

洞
どう

化
か

現
げん

象
しょう

が問
もん

題
だい

になった。
　政

せい

権
けん

は変
へん

化
か

がつづいた。リクルート事
じ

件
けん

などの汚
お

職
しょく

事
じ

件
けん

をはじめとする政
せい

治
じ

腐
ふ

敗
はい

が問
もん

題
だい

となったことなどから、1993
年
ねん

に自
じ

由
ゆう

民
みん

主
しゅ

党
とう

による55 年
ねん

体
たい

制
せい

が崩
ほう

壊
かい

し、連
れん

立
りつ

政
せい

権
けん

が
つくられるようになった。2009 年

ねん

には民
みん

主
しゅ

党
とう

が総
そう

選
せん

挙
きょ

で
圧
あっ

勝
しょう

して政
せい

権
けん

交
こう

代
たい

がおきたが、2012 年
ねん

にふたたび自
じ

由
ゆう

民
みん

主
しゅ

党
とう

に政
せい

権
けん

がもどった。世
せ

界
かい

では、1989 年
ねん

に米
べい

ソ首
しゅ

脳
のう

会
かい

談
だん

で冷
れい

戦
せん

終
しゅう

結
けつ

が宣
せん

言
げん

されたあと、地
ち

域
いき

紛
ふん

争
そう

を解
かい

決
けつ

するため
の国

こく

連
れん

平
へい

和
わ

維
い

持
じ

活
かつ

動
どう

（P
ピー

K
ケー

O
オー

）が活
かっ

発
ぱつ

になった。日
にっ

本
ぽん

でも
1992 年

ねん

に国
こく

連
れん

平
へい

和
わ

維
い

持
じ

活
かつ

動
どう

協
きょう

力
りょく

法
ほう

が成
せい

立
りつ

し、自
じ

衛
えい

隊
たい

は
国
こく

際
さい

貢
こう

献
けん

として海
かい

外
がい

に派
は

遣
けん

されるようになった。2001 年
ねん

に
はアメリカ同

どう

時
じ

多
た

発
はつ

テロを受
う

けてテロ対
たい

策
さく

特
とく

別
べつ

措
そ

置
ち

法
ほう

が成
せい

立
りつ

し、はじめて戦
せん

時
じ

下
か

の海
かい

外
がい

に派
は

遣
けん

された。
　日

に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

は、1993 年
ねん

にインターネットサービスが開
かい

始
し

さ
れ、パソコン（パーソナルコンピューター）や携

けい

帯
たい

電
でん

話
わ

が急
きゅう

速
そく

に普
ふ

及
きゅう

し、情
じょう

報
ほう

化
か

社
しゃ

会
かい

となった。一
いっ

方
ぽう

で、1995 年
ねん

の阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

や地
ち

下
か

鉄
てつ

サリン事
じ

件
けん

、2011 年
ねん

の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

など、さまざまな自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

や事
じ

件
けん

が発
はっ

生
せい

した。また、
人
じん

権
けん

の尊
そん

重
ちょう

が重
じゅう

要
よう

視
し

され、アイヌ文
ぶん

化
か

振
しん

興
こう

法
ほう

や男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

社
しゃ

会
かい

基
き

本
ほん

法
ほう

などの法
ほう

律
りつ

が制
せい

定
てい

された。戦
せん

後
ご

からつづく領
りょう

土
ど

問
もん

題
だい

や日
に

本
ほん

人
じん

拉
ら

致
ち

問
もん

題
だい

など国
こく

際
さい

的
てき

な問
もん

題
だい

にも政
せい

府
ふ

の対
たい

応
おう

がつづけられたが、解
かい

決
けつ

にはいたらなかった。
　明

めい

治
じ

時
じ

代
だい

以
い

降
こう

、元
げん

号
ごう

は天
てん

皇
のう

が即
そく

位
い

したときにあらためら
れ、天

てん

皇
のう

の位
くらい

の継
けい

承
しょう

は、天
てん

皇
のう

の死
し

去
きょ

の際
さい

にかぎられてきた。
しかし、2017 年

ねん

に当
とう

時
じ

の天
てん

皇
のう

（平
へい

成
せい

の天
てん

皇
のう

）の高
こう

齢
れい

や
健
けん

康
こう

を考
かんが

え、皇
こう

室
しつ

典
てん

範
ぱん

の特
とく

例
れい

法
ほう

（天
てん

皇
のう

退
たい

位
い

特
とく

例
れい

法
ほう

）が成
せい

立
りつ

し、生
せい

前
ぜん

に退
たい

位
い

することがみとめられた。2019 年
ねん

4 月
がつ

30 日
にち

に退
たい

位
い

し、平
へい

成
せい

時
じ

代
だい

は終
お

わった。 210

元
げんごう

号を発
はっぴょう

表する当
とう

時
じ

の小
お

渕
ぶち

恵
けいぞう

三内
ないかく

閣官
かんぼう

房長
ちょう

官
かん

（1989年
ねん

1月
がつ

7日
か

）

原
寸

ロッキー山
さんみゃく

脈の最
さいこうほう

高峰エルバート山
さん

とツインレイクス（手
て

前
まえ

の湖
みずうみ

 ）

ロッキーさんみゃく　【ロッキー山脈】　北
きた

アメリカ大
たい

陸
りく

西
せい

部
ぶ

を北
ほく

西
せい

から南
なん

東
とう

に走
はし

る大
おお

きな山
さん

脈
みゃく

。全
ぜん

長
ちょう

4500㎞。カナダの
西
せい

部
ぶ

からアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

のニューメキシコ州
しゅう

までつらなる。カナ
ダにある部

ぶ

分
ぶん

はカナディアンロッキーとよばれ、アメリカにある
部
ぶ

分
ぶん

は北
ほく

部
ぶ

、中
ちゅう

部
ぶ

、南
なん

部
ぶ

に区
く

分
ぶん

される。最
さい

高
こう

峰
ほう

はコロラド州
しゅう

のエルバート山
さん

(標
ひょう

高
こう

4398m)。高
こう

山
ざん

とそのふもと周
しゅう

辺
へん

には、
豊
ゆた

かな森
しん

林
りん

、氷
ひょう

河
が

、湖
みずうみ

が広
ひろ

がり、イエローストン国
こく

立
りつ

公
こう

園
えん

や
グランドキャニオンなどがある。19世

せい

紀
き

のはじめから、ルイス・
クラークなどの開

かい

拓
たく

者
しゃ

がこの山
さん

脈
みゃく

をこえ西
にし

の新
しん

天
てん

地
ち

をめざした。
現
げん

在
ざい

では6本
ぽん

のアメリカ大
たい

陸
りく

横
おう

断
だん

鉄
てつ

道
どう

や、ハイウエーが横
おう

断
だん

し
ている。 251 253 295

見よ項目
「矢印のあとの見出しを引いてください」
という意味です。その見出しが掲載さ
れている巻とページも表示しています。

関連項目リンク
さらに理解を深めるために調べてほ
しい関連項目へのリンクです。興味
が広がり、学習がさらに発展します。

外国の国名、都市名および人物
名の項目には、現地の言語をア
ルファベットで表記しています。

NDC
関連資料を図書館でさがす時に
役立つ日本十進分類法（NDC）
の3桁の数字をすべての項目で
表示しています。

クイズ
すべてのページの下欄外にクイ
ズを掲載しています。青字に
なっている項目を見ると答えが
わかります。

青字リンク
解説文中に出てくる関連す
る項目へのリンクを青字で
表示しています。改訂前よ
りも青字の量を増やしてい
ます。

一冊にまとまった充実の学習資料集!
18巻「学習資料集」には、学習に役立つさまざまな資
料を収録しました。改訂前は各巻の巻末に収録してい
ましたが、一冊にまとめて独立した巻にすることでより
使いやすくなりました。

ポイ
ント

❺

理解がさらに深まる便利で調べやすい索引!
「索引」巻に掲載される項目数は、約60,000語。オールカラーで、より見やすくなりました。本編に掲載された見出
し語だけでなく、同義や類義の言葉を多く取り上げ、索引としての利便性を高めました。本編に掲載されている地図
中の地名も、索引から引くことができます。

ポイ
ント

❻

さまざまな学習レベルの読者に対応するために、すべ
ての漢字にふりがなをふっています。また、解説文に
は「UDデジタル教科書体」を百科事典ではじめて採用
し、見やすくわかりやすい紙面になっています。

あらゆる読者に配慮した
読みやすい文字!ポイ

ント

❹

新学習指導要領に対応！  学習百科事典の新標準！

※「UDデジタル教科書体」の詳しい説明は裏表紙をご覧ください。

※国名は英語表記も併記しています。

238 293 706

外国語表記

※特大項目のページをのぞきます。
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時
じ
代
だい

代
だい
数
すう

在
ざい
位
い
（年
ねん
） 天

てん
皇
のう

元
げん
号
ごう

期
き
間
かん

平い
へ

安ん
あ

延
えん
喜
ぎ 901～923

延
えん
長
ちょう

923～931

61 930～ 946 朱
す
雀
ざく

承
じょう
平
へい 931～ 938

天
てん
慶
ぎょう

938～ 947

62 946～ 967 村
むら
上
かみ

天
てん
暦
りゃく 947～ 957

天
てん
徳
とく 957～ 961

応
おう
和
わ 961～ 964

康
こう
保
ほう

964～ 968
63 967～ 969 冷

れい
泉
ぜい

安
あん
和
な

968～ 970

64 969～ 984 円
えん
融
ゆう

天
てん
禄
ろく 970～ 973

天
てん
延
えん 973～ 976

貞
じょう
元
げん 976～ 978

天
てん
元
げん 978～ 983

永
えい
観
かん

983～ 985
65 984～ 986 花

か
山
ざん

寛
かん
和
な

985～ 987

66 986～1011 一
いち
条
じょう

永
えい
延
えん 987～ 989

永
えい
祚
そ 989～ 990

正
しょう
暦
りゃく 990～ 995

長
ちょう
徳
とく 995～ 999

長
ちょう
保
ほう 999～1004

寛
かん
弘
こう

1004～1012
67 1011～1016 三

さん
条
じょう

長
ちょう
和
わ

1012～1017

68 1016～1036 後
ご
一
いち
条
じょう

寛
かん
仁
にん 1017～1021

治
じ
安
あん 1021～1024

万
まん
寿
じゅ 1024～1028

長
ちょう
元
げん

1028～1037

69 1036～1045 後
ご
朱
す
雀
ざく 長

ちょう
暦
りゃく 1037～1040

長
ちょう
久
きゅう 1040～1044

寛
かん
徳
とく

1044～1046

70 1045～1068 後
ご
冷
れい
泉
ぜい

永
えい
承
しょう 1046～1053

天
てん
喜
ぎ 1053～1058

康
こう
平
へい 1058～1065

治
じ
暦
りゃく

1065～1069
71 1068～1072 後

ご
三
さん
条
じょう

延
えん
久
きゅう

1069～1074

72 1072～1086 白
しら
河
かわ

承
じょう
保
ほう 1074～1077

承
じょう
暦
りゃく 1077～1081

永
えい
保
ほう 1081～1084

応
おう
徳
とく

1084～1087

73 1086～1107 堀
ほり
河
かわ

寛
かん
治
じ 1087～1094

嘉
か
保
ほう 1094～1096

時
じ
代
だい

代
だい
数
すう

在
ざい
位
い
（年
ねん
） 天

てん
皇
のう

元
げん
号
ごう

期
き
間
かん

飛
か
す
あ

以
鳥
い

前ん
ぜ

1 前
ぜん
660～585 神

じん
武
む

2 前
ぜん
581～549 綏

すい
靖
ぜい

3 前
ぜん
549～511 安

あん
寧
ねい

4 前
ぜん
510～477 懿

い
徳
とく

5 前
ぜん
475～393 孝

こう
昭
しょう

6 前
ぜん
392～291 孝

こう
安
あん

7 前
ぜん
290～215 孝

こう
霊
れい

8 前
ぜん
214～158 孝

こう
元
げん

9 前
ぜん
158～98 開

かい
化
か

10 前
ぜん
97～30 崇

す
神
じん

11 前
ぜん
29～後

ご
70 垂

すい
仁
にん

12 後
ご
71～130 景

けい
行
こう

13 131～190 成
せい
務
む

14 192～200 仲
ちゅう
哀
あい

15 270～310 応
おう
神
じん

16 313～399 仁
にん
徳
とく

17 400～405 履
り
中
ちゅう

18 406～410 反
はん
正
ぜい

19 412～453 允
いん
恭
ぎょう

20 453～456 安
あん
康
こう

21 456～479 雄
ゆう
略
りゃく

22 480～484 清
せい
寧
ねい

23 485～487 顕
けん
宗
ぞう

24 488～498 仁
にん
賢
けん

25 498～506 武
ぶ
烈
れつ

26 507～531 継
けい
体
たい

27 531～535 安
あん
閑
かん

28 535～539 宣
せん
化
か

29 539～571 欽
きん
明
めい

30 572～585 敏
び
達
だつ

31 585～587 用
よう
明
めい

32 587～592 崇
す
峻
しゅん

飛
か
す
あ

鳥

33 592～628 推
すい
古
こ

34 629～641 舒
じょ
明
めい

35 642～645 皇
こう
極
ぎょく

36 645～654 孝
こう
徳
とく 大

たい
化
か 645～650

白
はく
雉
ち 650～654

37 655～661 斉
さい
明
めい
(皇
こう
極
ぎょく
重
ちょう
祚
そ
)

38 668～671 天
てん
智
じ

39 671～672 弘
こう
文
ぶん

40 673～686 天
てん
武
む

朱
しゅ
鳥
ちょう 686

時
じ
代
だい

代
だい
数
すう

在
ざい
位
い
（年
ねん
） 天

てん
皇
のう

元
げん
号
ごう

期
き
間
かん

平い
へ

安ん
あ

永
えい
長
ちょう 1096～1097

承
じょう
徳
とく 1097～1099

康
こう
和
わ 1099～1104

長
ちょう
治
じ 1104～1106

嘉
か
承
しょう

1106～1108

74 1107～1123 鳥
と
羽
ば

天
てん
仁
にん 1108～1110

天
てん
永
えい 1110～1113

永
えい
久
きゅう 1113～1118

元
げん
永
えい 1118～1120

保
ほう
安
あん

1120～1124

75 1123～1141 崇
す
徳
とく

天
てん
治
じ 1124～1126

大
たい
治
じ 1126～1131

天
てん
承
しょう 1131～1132

長
ちょう
承
しょう 1132～1135

保
ほう
延
えん 1135～1141

永
えい
治
じ

1141～1142

76 1141～1155 近
この
衛
え

康
こう
治
じ 1142～1144

天
てん
養
よう 1144～1145

久
きゅう
安
あん 1145～1151

仁
にん
平
ぴょう 1151～1154

久
きゅう
寿
じゅ

1154～1156
77 1155～1158 後

ご
白
しら
河
かわ

保
ほう
元
げん

1156～1159

78 1158～1165 二
に
条
じょう

平
へい
治
じ 1159～1160

永
えい
暦
りゃく 1160～1161

応
おう
保
ほう 1161～1163

長
ちょう
寛
かん 1163～1165

永
えい
万
まん

1165～1166
79 1165～1168 六

ろく
条
じょう

仁
にん
安
あん

1166～1169

80 1168～1180 高
たか
倉
くら

嘉
か
応
おう 1169～1171

承
じょう
安
あん 1171～1175

安
あん
元
げん 1175～1177

治
じ
承
しょう

1177～1181

81 1180～1185 安
あん
徳
とく

養
よう
和
わ 1181～1182

寿
じゅ
永
えい

1182～1184

82 1183～1198 後
ご
鳥
と
羽
ば 元

げん
暦
りゃく 1184～1185

文
ぶん
治
じ 1185～1190

鎌ま
か

倉ら
く

建
けん
久
きゅう

1190～1199

83 1198～1210 土
つち
御
み
門
かど

正
しょう
治
じ 1199～1201

建
けん
仁
にん 1201～1204

元
げん
久
きゅう 1204～1206

建
けん
永
えい 1206～1207

承
じょう
元
げん

1207～1211
84 1210～1221 順

じゅん
徳
とく

　西
せい

暦
れき

とは別
べつ

に、年
とし

につけるよび名
な

を元
げん

号
ごう

（年
ねん

号
ごう

）という。日
にっ

本
ぽん

では原
げん

則
そく

として天
てん

皇
のう

の代
だい

替
が

わりと同
どう

時
じ

に元
げん

号
ごう

を変
か

えるが、歴
れき

史
し

上
じょう

、よろこばしいことや、天
てん

変
ぺん

地
ち

異
い

などをきっかけに元
げん

号
ごう

を変
か

える

こともあったため、天
てん

皇
のう

一
いち

代
だい

のあいだに何
なん

度
ど

も元
げん

号
ごう

が変
か

わったこ
ともある。明

めい

治
じ

時
じ

代
だい

以
い

降
こう

は、天
てん

皇
のう

一
いち

代
だい

につき元
げん

号
ごう

はひとつと決
き

め
られている（一

いっ

世
せい

一
いち

元
げん

の制
せい

）。

元
げん

号
ごう

と天
てん

皇
のう

一
いち

覧
らん

（参考資料：宮内庁「天皇系図」）

※赤
あか

字
じ

は女
じょ

性
せい

天
てん

皇
のう

。
※重

ちょう

祚
そ

…一
いち

度
ど

退
たい

位
い

した天
てん

皇
のう

がふたたび天
てん

皇
のう

の位
くらい

につくこと。

時
じ
代
だい

代
だい
数
すう

在
ざい
位
い
（年
ねん
） 天

てん
皇
のう

元
げん
号
ごう

期
き
間
かん

飛
か
す
あ

鳥

41 690～697 持
じ
統
とう

42 697～707 文
もん
武
む

大
たい
宝
ほう 701～704

慶
けい
雲
うん 704～708

43 707～715 元
げん
明
めい

和
わ
銅
どう

708～715

奈な

良ら

44 715～724 元
げん
正
しょう 霊

れい
亀
き 715～717

養
よう
老
ろう 717～724

45 724～749 聖
しょう
武
む 神

じん
亀
き 724～729

天
てん
平
ぴょう 729～749

46 749～758 孝
こう
謙
けん

天
てん
平
ぴょう
感
かん
宝
ぽう 749

天
てん
平
ぴょう
勝
しょう
宝
ほう 749～757

天
てん
平
ぴょう
宝
ほう
字
じ

757～76547 758～764 淳
じゅん
仁
にん

48 764～770 称
しょう
徳
とく
(孝
こう
謙
けん
重
ちょう
祚
そ
) 天

てん
平
ぴょう
神
じん
護
ご 765～767

神
じん
護
ご
景
けい
雲
うん 767～770

49 770～781 光
こう
仁
にん

宝
ほう
亀
き 770～781

50 781～806 桓
かん
武
む 天

てん
応
おう 781～782

平い
へ

安ん
あ

延
えん
暦
りゃく 782～806

51 806～809 平
へい
城
ぜい

大
だい
同
どう

806～810
52 809～823 嵯

さ
峨
が

弘
こうにん
仁 810～824

53 823～833 淳
じゅん
和
な

天
てん
長
ちょう

824～834

54 833～850 仁
にん
明
みょう

承
じょう
和
わ 834～848

嘉
か
祥
しょう

848～851

55 850～858 文
もん
徳
とく 仁

にん
寿
じゅ 851～854

斎
さい
衡
こう 854～857

天
てん
安
あん

857～859
56 858～876 清

せい
和
わ

貞
じょう
観
がん

859～877
57 876～884 陽

よう
成
ぜい

元
がん
慶
ぎょう

877～885
58 884～887 光

こう
孝
こう

仁
にん
和
な

885～889
59 887～897 宇

う
多
だ

寛
かん
平
ぴょう

889～898
60 897～930 醍

だい
醐
ご

歴き
れ

史し

文
と

ん
ぶ

化か

人・ん
じ

物つ
ぶ

編ん
へ

歴き
れ

史し

文
と

ん
ぶ

化か

人・ん
じ

物つ
ぶ

編ん
へ

 元
げん

号
ごう

と天
てん

皇
のう

一
いち

覧
らん

元
げん

号
ごう

と天
てん

皇
のう

一
いち

覧
らん

 

学習資料集の内容例
世界の国々基礎データ／世界遺産一覧／都道府県基礎データ／
市町村基礎データ／日本の文化財／伝統的工芸品／歴代の内閣
総理大臣／国際組織一覧／世界の通貨／ノーベル賞受賞者一
覧／年中行事と暦／元号と天皇一覧／歴代の将軍／常用漢字／
人名用漢字／絶滅のおそれのある生物／日本のラムサール条約
登録湿地／楽典／日本史・世界史年表／生物分類　ほか


